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= 問合せ =
ファミリー・サポート・センター
☎048-424-8277 

ファミリー・サポート・センターとは

　ファミリー・サポート・センターは、会員による有
償の相互援助活動により、子育てのサポートを行って
います。育児の援助を受けたい「利用会員」、育児の
援助を行う「協力会員」、どちらも希望する「両方会員」
で構成されています。
　育児中は「一時的に手伝ってほしいけれど、人手が
足りない」「自分の時間が欲しい」などの悩みを抱えて
いる方も多いと思います。もしもの時に頼れる場所
の一つとしてご利用ください。

利用の流れ

❶　会員登録申請書を提出

❸　こども支援課へ希望する援助を連絡
　　（こども支援課窓口又は電話） 

❷　登録手続後、会員登録決定通知書
　　を受領（こども支援課から郵送）

❹　協力会員宅で事前打合せを実施※平日のみ、30分程度

　　（援助内容が送迎のみの場合は利用会員宅で実施） 

❺　援助活動

❻　協力会員：活動報告書を作成してこども支援課に提出
　　利用会員：協力会員に報酬を支払う

こんな ときに利用できます。困った

子どもの預かり

アドバイザーから一言

子どもの送迎

○病院に行きたいけど子どもを連れて
行けない、○上の子の学校行事に参加し
たい、○在宅勤務に集中したいなど

　利用会員の希望（自宅や保育園、利用
する駅から近いなど）に沿って協力会
員を探すことができます。※預かりは基
本的に協力会員の自宅で行います

○習い事をさせてあげたいけど、送迎ができない、○残業で保育園の迎えに
間に合わない、○子どもの通学・通園時間より早く出勤しなければいけない、
○出産のため、上の子の保育園の送迎ができないなど

　送迎場所により徒歩や車など必要に応じた方法で安全に送迎します。
　協力会員からは、ご自身のお子さんと一緒に援助をすると、お子さんの新た
な一面が見られることも多いとの声が寄せられています。

産後育児サポート

　退院後～生後２か月未満の乳児の沐浴や授乳な
ど、育児のサポートを利用会員宅で行います。

▲協力会員のお子さんとのランチタイム！
　一緒に食べると美味しいね☆

▲これから習い事に向かうお兄さんを応援するよ
うに、協力会員のお子さんがランドセルを背負
ってお手伝いしてくれました！

▲週に一度の習い事への送迎中は、おしゃべりも
弾みます！

2020年度
援助内容
B E S T 5

2020年度
援助内容
B E S T 5

1位 習い事の送迎（午後4時以降）
2位 保護者の外出・リフレッシュによる預かり（昼間）
3位 保育園・幼稚園の迎え（午後6時以降）

4位 保護者の病気・通院による預かり（昼間）

5位 多子の援助・利用会員宅での預かり（昼夜両方）

協力会員・両方会員を募集中

　子育てを応援したい方で、空いている時間を使ってファミリー・サ
ポートの活動に参加できる方を募集しています。特別な資格は必要あ
りませんが、会員登録には、講習会の受講が必要です。２０～８０代の幅
広い年齢の方々が活動しています。また、援助活動が円滑に行えるよ
うに、アドバイザーが丁寧にサポートします。

■２月の講習会　※定員あり、要電話申込み（保育あり）
1日㈫ 午前9時30分～午後0時30分
2日㈬ 午前10時～11時30分
3日㈭ 午後2時～4時
8日㈫ 午前10時～正午
 午後1時～3時

：　援助活動について
：　幼児安全法
：　子どもの健康と事故防止
：　子どもの栄養と食生活
：　保育の心

　「地域のつながり」を感じられる、それがファミリー・サポートです。基本的に同じ協力会員が援助
を行うため、回数を重ねるごとに信頼関係が深まり、子どもだけでなく大人の安心にもつながります。
現在、利用会員数に対して協力会員・両方会員が不足しています。一人の温かい思いが子どもたちの
成長の手助けとなります。一歩踏み出す勇気が誰かの支えとなります。私たちと一緒に、地域の子育
てを応援してくださる方をお待ちしています！

◀ファミリー・サポー
ト・センターについて、
詳しくはこちら

新座市はＳＤＧｓを推進しています

※1時間（子ども1人当たり）700円～900円

利用会員 1,247名
協力会員 306名
両方会員 121名
　合計 1,674名

会員数（R3.12.9現在）


